
令和７年度大和市下水道事業決算報告について

　令和７年度大和市下水道事業の概要及び経理の状況は、次のとおりです。

１　事業の概要

２　経理の状況

　（１）収益的収支（４月１日から３月３１日）
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当初予定量 本年度実績　A 前年度実績　B 増減　A-B

処理区域面積 （ha） 1,959 1,960 1,958 2

処理水量 （立米） 26,438,045 24,472,850 25,190,038 △ 717,188

一日平均処理水量 （立米） 72,433 67,050 69,020 △ 1,970

単位：千円（税込）、％

項　目 予算現額 本年度実績　A 執行率 前年度実績　B 増減　A-B

収入 営業収益 4,851,346 4,783,243 98.6 4,050,720 732,523

下水道使用料 4,222,000 4,150,516 98.3 3,431,822 718,694

他会計負担金 627,895 627,895 100.0 616,092 11,803

その他 1,451 4,832 333.0 2,806 2,026

営業外収益 2,521,472 2,511,964 99.6 3,183,277 △ 671,313

他会計負担金 451,647 451,459 100.0 425,857 25,602

国庫補助金 41,942 26,165 62.4 21,688 4,477

長期前受金戻入 2,027,031 2,030,215 100.2 2,733,446 △ 703,231

その他 852 4,125 484.2 2,286 1,839

特別利益 0 1 － 5,125 △ 5,124

計 7,372,818 7,295,208 98.9 7,239,122 56,086

支出 営業費用 6,647,991 6,488,415 97.6 6,414,845 73,570

管路管理費 140,742 113,256 80.5 87,774 25,482

処理場管理費 2,368,753 2,304,960 97.3 2,248,025 56,935

普及指導費 18,089 14,644 81.0 13,713 931

賦課管理費 166,920 165,682 99.3 167,717 △ 2,035

総務費 364,291 297,640 81.7 285,390 12,250

減価償却費 3,571,466 3,569,851 100.0 3,604,123 △ 34,272

資産減耗費 17,730 22,382 126.2 8,103 14,279

営業外費用 420,942 383,943 91.2 406,474 △ 22,531

支払利息 270,442 253,525 93.7 278,984 △ 25,459
消費税及び地方消費税 150,000 130,301 86.9 127,459 2,842

雑支出 500 117 23.4 31 86

特別損失 500 380 76.0 3,588 △ 3,208

予備費 5,000 0 0.0 0 0

計 7,074,433 6,872,738 97.1 6,824,907 47,831



　（２）資本的収支（４月１日から３月３１日）

令和７年度の下水道使用料、一般会計負担金は、表のとおりとなりました。　　　　　　　（単位：円）

経営指標に関する事項

　令和７年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は、経常収益が減少し、

管路管理費、処理場管理費の増などにより経常費用が増加したことから、前年度比 0.82ポイント減の

105.44％となりましたが、健全経営の水準とされる 100％を上回っています。また、下水道使用料水準の

妥当性を示す経費回収率は、下水道使用料が令和７年４月の改定により約６億5,400万円増加、汚水処理費

が約5,600万円増加となったことから、前年度比16.32ポイント増加の101.68％となりました。妥当性の水

準とされる100％を上回っています。

　一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は 23.29％と低い率ですが、公営

企業会計への移行前の減価償却累計額を含めると 60.28％に達します。また、法定耐用年数を経過した管

渠の割合を示す管渠老朽化率も 13.22％と低い率ですが、今後、法定耐用年数を経過した管渠が急激に増

えていきます。このように、老朽化した施設の更新の必要性が高まっていく見通しであるため、引き続き

優先度が高い施設から計画的に更新していきます。
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単位：千円（税込）、％
項　目 予算現額 本年度実績 A 執行率 前年度実績 B 増減　A-B

収入 1,689,200 793,300 47.0 476,800 316,500
17,106 17,106 100.0 708,232 △ 691,126

608,984 351,333 57.7 195,097 156,236
3,080 3,035 98.5 2,710 325

840 835 99.4 701 134
2,319,210 1,165,609 50.3 1,383,540 △ 217,931

支出 2,331,271 1,171,768 50.3 626,212 545,556
管路整備費 557,939 345,706 62.0 220,291 125,415
処理場整備費 1,654,444 721,350 43.6 314,034 407,316
建設総務費 118,888 104,712 88.1 91,887 12,825

22,134 21,692 98.0 3,124 18,568
1,803,489 1,803,489 100.0 1,919,171 △ 115,682

5,000 0 0.0 0 0
4,161,894 2,996,949 72.0 2,548,507 448,442

下水道受益者負担金
国庫補助金
他会計負担金
企業債

計

計

予備費
企業債償還金
固定資産購入費

建設改良費

雑収入

　本年度実績の収入額が支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減
債積立金、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

令和７年度 令和６年度 前年比

一般会計負担金

下水道使用料（税抜き）

増減

3,773,497,301 3,119,838,385 653,658,916 121.0%

1,096,460,000 1,750,181,000 △ 653,721,000 62.6%

経常収益

経常費用

下水道使用料
汚水処理費

（公費負担分を除く）
有形固定資産

減価償却累計額
有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価
法定耐用年数を

経過した管渠延長

下水道布設延長
13.22%

　経営指標の推移

減価償却率
有形固定資産

管渠老朽化率 ×100 5.01% 6.81% 10.64% 12.01%

×100 8.30% 12.31% 15.91% 19.85% 23.29%

105.44%

経費回収率 ×100 87.35% 87.46% 85.31% 85.36% 101.68%

経常収支比率 ×100 108.04% 107.95% 109.47% 106.26%

令和 令和

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度
経営指標 算出方法

令和 令和 令和


